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雑 報

  日本女子馨學研究會第二回総會

會場 東京女子讐學專門開校臨床講堂

日時昭和21年1G月2G日（日）
   自8時牛至17時
演題規定 演詮r1題8、分 討論一2分
    順 序 （午前之部）

 開會之僻        幹  事
挨 拶        會  長

 庶務曾計報告        幹   事

ユ．農村に於ける蜘保三者i率に及ぼす

 戦争の影響  町目壽子（東二女署斉生舜）

2．船齢埋没魍轟卵の護育．と冒：光の盗

度との關係 吉永すみゑ（同寄生轟）

3．十二指腸に原嚢せる細網肉腫のA
剖楡例 （演）石井雅枝（同和久内科）

   孟夏＝本   晶（同病理）

4・墓刈羽上皮細胞畢的研究

         ．（演）圓乗  幸（同解剖）

            内田 和子（同學生）

5．本邦各種死因の季節的攣化に就て
          （演）大森 博子（同衛生）

           留場登喜子（同  ）
6．牛込直に於ける榮養歌態調査報告

  （その1）   ‘  日比 貞子（同衛生）・

7．新塵見・三見。幼兇’學童糞便中に

  於ける血液型物質の黒姫

           吉成 京子（同法讐）
8．人工流産について  塙 織恵（同墨入科）

9．戦争と胎児の螢育 漂鳥志保子（同婦人科）

ユ⑪．鉗子手術の統計的観察

          岩藤 能子（日赤産院）

11．先天性蛇毒の誘フマン氏療法につい

  ての小経瞼  赤雫章子（東京女書小兇科）

12．小児氣管支炎聡息の統計的観察．

           磯田仙三郎（同小兇科）

          松居 笛子（同   ）
          河合  ．春（同   ）

         Q寅）枝松 幸子（同   ）

’13．流行性彊膜：炎の精神病的欣態

          西丸 四方（同精神科）

    特 別 講 演

「汗朦の形態攣的研究」

          伊東 俊夫（同 解剖）

           能  敦子（同
           画品三江（同
           奥田 明理（同

           秋元 双葉（同

           門葉節子（同

23．諸種患者血瀞を用ひて行ひたる

  Wei1－Fclix二二に隔て

           中丙
           高木 松江（同
24．蛮野チフスの臨床例について

      午後之部
14．下垂炎性丁丁性腹膜炎の手術時に

  獲見せる総腸間膜の一例

       （演）高野敬子（東京女讐外科）

           林  榮子（直； ）

15．乳腺結核      橋本 島子（同外科）

16．バグ．ン磐筋肉注射に因る腓骨紳

  繧蔽痺：   川瀬 岸枝（同整形外科）

17．痙攣に因る脊椎堅迫骨折

         大内 正夫（同整形外科）

18．白骨死禮の性別及び年齢
       （演）畢瀬交子（心慮大照法讐）

           鳥飼  肇（同  ）

19．幼児扁桃腺周園膿蕩
  t l
        谷島幸子（秋田女賢耳鼻科）

20．両耳致果に就て『

         ’富田恒男（東京女讐生理）

         （演）総門  彩（同  ）

21．ムコrズス三牲中耳炎の臨床統計
  的観察      難  敦子（同耳鼻科）

         （演）相原．静江（同  ）

22，／t青年女子に施行ぜるシ》ク反癒

  モロネー反鷹並にヂフテリー豫防
  接種成績（昭和エ9・2e年度分）

        （演）佐藤イクヨ〈同耳鼻科）

           ウ智 ）

）

）

一）

）

清子（同二丁）

     ）

         ＝二一ノ・ルエ〈同三神内科）

25．白澤鮎朕網膜炎の曙調磨曲線、
           藤ケ谷秦子（同眼科）

26．高三三の網膜動趨脈の交叉部三三

  に就て       鹿野 信一（同眼科）

27．副司油を基礎剤とする膏藥貼について

         （演）申村敏郎（同皮膚科）
           吉ra 一美喜（同． ）
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            大塚末野（同  ）

            藤井 興子（岡’ ）

            松盛まゆみ）同  ）

28．所謂Colp Waveについて
            大塚末蝋同皮膚科）
29・カリウ「狽р穂oと蓮動性實験（食朧

  不足下の野茱食に封ずる考察〉

            小山、良修（同建物）

琴0．肺結核治療に横隔膜紳経難事術と

  斜角筋肉切衡術とを併用せる七例

  に就て     森岡・幹（同和久内科）

31．ツベルクリン反慮陽性率の誤差に

  ついて      （演）吉岡 博人（同衛生）

            洋上ピ貞子（同’）

      特』別 講演
「マ氏反置賜韓；者の亀〆繊像に概いて」

           島津：：フミヨ（同X線科）

 第22同派會
日時昭和21年12月6日（金）午後2時
場所 束：京：女子警手臨床講堂

演題 1鼻腔副鼻腔の癌腫について

               奥田 心理
   2随意性常器振爆症    飯田 浩子

   3レギオンによる流行性彊脊髄
   膜炎の一治験例
  4〈〔綜読）聡肇i機構に就て

 第23同軸舎
日時

場所 東京女子遠望臨床講堂

演題 ユスチル急病の一一A例

井ロハルエ

冨田 恒男

昭和．22年エ月30日（木）午後2時

枝松・幸子

   2矩形波に導極端に歪めが焙
    波の母音挫について   船子  彩

   3臨床上胃癌の像を呈しfる淋
    巴肉腫の一助槍例    石井 雅枝
   4幼児の偏食と髄格及び各樵疾

    病との關係      磯部アイ子

   5潤民榮養の再槍討    三神 美和

 第24同例會
日時  日召i目 22 年3月  14 1ヨ（金）tF後2時

場所 東京女子・馨専病院内會議室

演題ユ膀幣ヘノLnアの一例  森濁弘子

   2牛込逼に於ける身艦的榮養朕
 態調査報告（第2回報告）

3乳腺結核
4癒着胎盤について

5胎兇の血液型、

日比 貞子

橋本 島子
内藤 清子

吉成 京子

佐藤 京子

6嫌氣性菌のヴィタミンCによる
 好氣的培養       中西 清子・

編 集 後 記

 昭卸23年度における台割を御階りしますgなに

しろ物慣騰貴の下め細励費が暴騰し，會の蓮盤に支

障をき涜すので，な「るべく會員をふやして牧入を増

加をはからねばならぬとおもいます。會費未納の方

は至急御はらV・とみ下さV・。

 昨年度の絡會も豫期以上の三一裡におわづ凝こと

を御報告しておきます。

 わが國が文化國家としてたちあが筍ためにほ一縫

竜早く科學研究のめざましV・獲展に依存することは

V・うまでもない。本縫の使命の重大性を痛感し，三

三諸氏の御単項を躍る。

    女子刷匙研究規定

○會員沸込ハ「東京四三四ご」東京女子必読專

 門學校内日本女子馨學研究忌詞ノコト

○會費ノ、毎年一→月申二甥｝込マノレノレコト

 會 費   會員    喪領
 （前金） 一ケ年金聾拾園一部金四拾圓
  東享都世田谷遜：玉川奥澤町三汀唱六番地

  論告取扱春   大  矢  雅  美

        電話田園轟轟三三七四番

昭和23年2月15日印刷

昭和23年2月28口獲ヂ予

   東京都新宿画洵田町一〇番地
   東京女子讐診断門學校内

登行所 日本女子難學研究會
        電話プし段（33）二ニーゴ［、ブs’番

    東京都新宿庵河ff1町九番鞄

   饗黙吉野博入
        電言舌ブL段 （33） 六・＝二番

    東京都中央麗入船町一丁目四番地

   里芋者淺野久男
    東京都中央魑入船町一丁目四番地

   印刷所  法交響印刷所
        電話築地（55）；プL三七番

  東京都万代田匠温田淡路町二丁肩九番地

  配給元 臼本出版配給株式會甦
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